
城南学園グループホーム地域連携推進会議 会議録  
 

事 業 所 名  障害者グループホーム 城南学園グループホーム 

開 催 日 時  令和７年１１月６日（木）９：００～１０：３０ 

開 催 場 所  更生部 相談室 

 

 

参 加 者  

【地域推進員】６名 

利用者代表（１名）、利用者家族代表（１名）、地域関係者（１名） 

福祉に知見のある者（１名）、市町担当者（２名） 

【施設職員】４名 

園⾧、課⾧補佐（サービス管理責任者）、世話人（２名） 

議 題  会議内容 

１ はじめに 

（園 ⾧） 

・開会のあいさつ・参加への感謝の言葉 

・グループホームは、施設から地域生活への移行、地域共生社会の実現にお

いて重要な拠点である。障害のある方が地域で、安心して生活することが

できるよう取り組んでいきたい。 

・地域ふれあいデーについて 

２ 参加者紹介 ・自己紹介（構成員・施設職員） 

 

 

 

 

３ 議 題  

（１）会議の目的 

 

１）支援体制の構築 

 障害のある方が、地域で安心して生活できるよう、グループホーム、相談

支援事業所、医療機関、行政など関係機関が連携し、地域全体で支える仕

組みを整える。それぞれの役割を確認し、支援の途切れを防ぐ。 

２）支援の質の向上 

 入居者一人ひとりのニーズに応じた支援を行うために、事例共有や課題の

検討を通じて、支援の質を高める。また、感染症対策や災害時対応など、

ホーム運営に関する共通課題にも対応する。 

３）地域との連携・共生の推進 

 グループホームが地域社会の一員として受け入れられるよう、地域住民や

自治会などとの関係づくりを進め、共生社会の実現を目指す。地域に開か

れた運営を通じて、障害への理解促進と協働体制を築く。 

４）行政・関係機関との情報共有と協働 

 制度改正や地域方針に関する情報を共有し、行政と事業所が一体となって

課題解決や支援体制の改善をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）概 要 説 明  

１）沿 革・サービスの種類の説明 

 城南学園グループホームは、社会福祉法人 城南学園を母体として、平成

元年４月１日より開所。従前は、ミニ福祉ホームを運営。どちらも、少人

数で共同生活をする福祉的住まいとしては共通するが、ミニ福祉ホームは

見守りが中心に対し、グループホームは生活、食事などの生活支援を受け

ながら生活するという点が異なる。 

 共同生活援助サービスについては、大きく「介護サービス包括型」、「外部

サービス利用型」、「日中活動サービス型」の３類型に分けられる。 

 当グループホームは、「外部サービス利用型」の提供、支援区分が１～３程



度の方、入浴やトイレなどの介護は外部の委託事業所が行う。 

２）基本理念・運営方針 

・人権を守り「笑顔のある生活」をおくることができるように支援する。 

・思いを受けとめ、「信頼される福祉職員」となるように努める。 

・地域と共にあゆみ、「地域福祉の向上」に寄与する。 

・利用者の意思決定を大切にしながら、安心して生活を送ることができるよ

うにする。 

３）事業所の紹介（パンフレット、ホームページ、重要事項説明書） 

・当事業所はグループホーム２棟所有 

・定員４名（男性３名が利用中） 

・サービス内容については、食事の提供、金銭管理、服薬管理、通院同行、

事業所との連絡調整、相談、申請代行などを支援する。 

・日常生活の様子については、日中は一般就労（２名）、就労継続支援 B 型

（１名）が活動。土、日、祝日など余暇時間を利用して買物など外出され

る。 

・１日のスケジュールの説明 

・支援体制については、サービス管理責任者を中心に、世話人４名が直接支

援。日中、夜間、祝日等、職員の不在時は法人がバックアップを行う。 

 

 

 

（３）地域との連携 

・コロナの影響によって園内行事等が中止となり、地域とのかかわりが少な

くなっている。地域との関わりを大切するため、１１月１５日にふれあい

デーを実施予定。 

・地区の清掃活動 

・城南公民館祭り 

・地域の方のお手伝い、アルバイト（地域の方とのかかわり） 

・避難訓練、自然災害・感染症対策など緊急時の対応 

 

 

 

 

（４）権利擁護 

・利用者の意思決定の重要性から、４月より移行支援等、アセスメントを実

施、利用者の思いを汲み取りながら支援につなげる。 

・風通しの良い職場づくりを目指し、職員間で何でも話し合える環境整備、

支援等の困りごとは一人で考え込まず、職員全体で検討し方向性を出す。 

・本人の困りごと、心配事などは、些細のことでも職員に相談することがで

きるよう努めている。日々の声掛け、本人の表情やしぐさから気持ちをく

み取る。※意見箱の設置 

・虐待に関しては、虐待防止チェックリストで支援の振り返り、虐待防止委

員会の設置・課題検討、職員の研修、人材育成に努める。 

・相談・苦情受付窓口設置 

・利用者２名、保護者がいないため後見制度を利用する。 

・利用者への満足度チェックの実施 

 

 

 

 

Q１：グループホーム利用までの流れを教えて下さい。 

A１：お住まいの福祉課でサービスの申請。受給者証の発給を受けてグループ

ホームを利用する流れです。グループホームを利用するにあたり、区分

は不要ですが、居宅介護、生活介護等を利用する場合には区分が必要と



 

 

 

 

 

 

 

４ 意 見 交 換  

なります。 

Q２：利用者の買物について、土・日が中心となっていますが、平日の買物

はできないのでしょうか。 

A２：平日も買物は可能です。平日は、仕事から疲れて帰ってきているため買

物に行かれることは少ないです。また、必要なときには、職員が買物代

行、本人と一緒に買物に行っています。 

Q３：グループホームで生活される利用者さんとは行事等を通じてコミュニ

ケーションをはかれていました。ここ最近はそういうことが少なくなっ

たように感じています。利用者さんは、どのような生活をしているので

しょうか。 

A３：コロナの影響も受けて、納涼大会などの行事ができなくなったこと、外

出制限等によって地域の方との交流は少なくなってきているかと思いま

す。国の感染症対策の緩和を受け、本年度、地域の方とコミュニケーシ

ョンを図る場として「ふれあいデー」の実施を予定しています。以前の

ように、地域の方と交流がはかれる機会を増やしていければと思ってい

ます。また、平日の日中は、一般就労等の日中活動をされ、土・日・祝

日を利用し、買物や利用者さんが好きなことをされています。利用者さ

んがいる時間に合わせて、世話人さんが勤務をしています。その時間

で、本人の心配事や困りごとなどを相談、生活面のサポートなどを行っ

ています。 

Q４：食事の方はどのような形で行っていますか。 

A４：朝食については、世話人さんが味噌汁、目玉焼き等を調理し、食べてい

ます。昼食については、通所されている方は事業所でお弁当を食べ、通

所がない日や夕食は、日米クックで食事の注文や自分で食べ物を調達さ

れています。なかには、利用者さんが自炊をされていますが、衛生面や

火気の取り扱いなどに気をつけ、世話人さんのサポートを受けながら作

られています。 

Q５：世話人さんの勤務時間を教えて下さい。 

A５：平日は６：００～９：００、１７：００～２０：００。土・日・祝日は

７：００～９：００、１７：００～２０：００の勤務です。 

Q６：例えば、絵を描くのが得意だというような利用者さんの特技を活かし

た支援はされているのでしょうか。 

A６：当グループホームで生活されている利用者さんについては、芸術的な特

技を持たれている方は確認できていません。芸術的な特技を持たれてい

る方がいればサポートをします。 

Q７：夜間帯や土・日の日中等、職員不在時の利用者対応はどのようにされ

ていますか。 

A７：運営体制上、職員の不在時があります。そのため、不在時には法人で対

応ができるように体制を整備しています。緊急時には、法人への緊急連

絡、他者が更生部に助けを求めるようにしています。 

Q８：利用者さんの満足度チェックについて、実施回数、内容の理解等どの



ようにされていますか。 

A８：年２回（前期・後期）実施しています。職員の方で説明をしながら答え

てもらっています。できる限りわかりやすい表現で説明を行い、内容が

伝わるように工夫しています。 

Q９：地域連携推進会議を通じて、グループホームのことがわかってきまし

た。地域でできることは協力していきたいと思っているので、協力でき

ることがあれば相談してください。 

A９：グループホームは、地域と共生することが大事と思っています。そのた

め、そのときはぜひとも力を貸して頂きたいと思っています。グループ

ホームとして協力体制を強化できると助かります。 

 

 

 

 

５ 施 設 見 学  

 

 

【感 想】 

・グループホーム内がどのようになっているのか、また利用者さんがどのよ

うな生活をされているのか、なかなかイメージができないところがありま

した。施設見学ができて、グループホームはこのような感じなのかとイメ

ージすることができました。 

・利用者さん、自分で働いたお金で大画面のテレビなど購入され、生活が充

実されていると思いました。 

・グループホームは、施設的なイメージをしていましたが、普通の家と変わ

らないことが確認できました。 

・室内や利用者さんの居室がきれいに整頓されているので感心しました。 

 


